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● ヤマガラ
　貯食のため、エゴノキの実を咥えて持ち帰るヤマガラです。

　2024.10.22　こんぶくろ池
　撮影：森岩　好明
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観察会から
	 有志による個人観察会　松伏緑の丘公園	 2024 年 10 月 6日

相馬利雄（写真：東原　聡）
 

　これまで観察地までの往復は、電車・バスなどの公共交通機関を利用していました。今回初めて「有志
による個人観察会」として車を利用した観察会を企画しました。
　・集合場所：江戸川台駅　西口広場　千葉銀行付近　8 時 30 分
　・申し込み制：申し込み者 10 名を 3 台の車に割振りしての相乗り方式
　「松伏　緑の丘公園」は、初めて行う観察地です。電車・バスですと遠回りとなり、往復の乗り継ぎ調
整に気を使います。車ですと 30 分ほどで行くことができ、時間を気にせず自由に観察をすることができ
ます。観察地によっては車の使用も考慮し現地集合として、公共交通機関だけでなく相乗り方式や車での
直行も含み会員の参加しやすい観察会にしたいと思いました。
　さて、肝心の「松伏　緑の丘公園」と言いますと、里山ゾーン、水辺ゾーン、広場ゾーンに分かれ管理
の行き届いたとても広大な公園です。冬になれば水辺ゾーンは、マガモが主役のカモたちの楽園と化しま
す。今回は一番乘りのコガモが渡来していましたが、マガモはまだのようでした。11 月にはやってきます。
そして 12 月後半にはミコアイサも入ります。これからが本番の水辺ゾーンです。
　今回想定外だったのが、里山ゾーンの渡り鳥たちでした。ツツドリ、エゾビタキ、なんとキビタキまで
見ることができたのです。思わぬ出会いに楽しさ倍増でした。
早めに昼食をすませ鳥合わせは 26 種。その後、現地解散としました。参加者は来た車に分乗し、各車の
都合に合わせて帰路につきました。
　経験を積み、安心・安全を踏まえ楽しい観察会を計画していきますので、ご協力のほどよろしくお願い
いたします。

＜参加者の皆さんから＞
●とても実りの多い観察会で楽しかったです。
　大規模な開発で様変わりした新川耕地を通り抜けて、30分も車を走らせれば、開発から取り残された
ような（失礼？）松伏の公園に到着。自然豊かなこの公園はまさに野鳥観察の入門にぴったりの場所でし
たね。カモたちが到着するころにまた訪れたいと思いました。
　ドライバーさんの負担にならない程度の距離であれば、車を利用した観察会も良いな、と思いました。
今日はありがとうございました。� （鈴木淑子さん）

一番乘りのコガモ ダイサギ
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◆観察した鳥

カイツブリ、カワウ、アオサギ、ダイサギ、ゴイサギ、コガモ、カルガモ、
オオバン、キジバト、ツツドリ、カワセミ、コゲラ、ヒバリ、ハクセキレイ、
ヒヨドリ、モズ、キビタキ、エゾビタキ、エナガ、シジュウカラ、メジロ、
カワラヒワ、スズメ、ムクドリ、ハシボソガラス、ハシブトガラス
� 以上　26 種

◆参加者

太田桐門史子、菅野文夫、菅野明美、鈴木淑子、相馬利雄、相馬由佳、
服部洋之、服部雅子、東原　聡、増田久美子
� 以上　会員 10 人

カイツブリ ゴイサギ キビタキ

今度は冬に来てください。
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観察会から
	 ● 10 月 20 日（第 300 回）定例観察会　
	 　おおたかの森駅　水鳥の池（のんびりバードウォッチング）
	 	 2024 年 10 月 20 日

菊池和子（写真：東原　聡）

　9 時、流山おおたかの森駅集合。前日は
30℃以上、当日は涼しく熱中症の心配はあり
ません。
　歩いて水鳥の池まで行き、鍵を開け下に降
りましたが、木があって良く見えません。上
に戻ったらカモが出てきました。やはり人間
が近くにいると警戒するようです。まだエク
リプスの状態ですが、途中のものもいました。
　19 種と見られた数が少なく、スズメ、ムク
ドリ、カラスといった普通いる鳥が見られませ
ん。準絶滅危惧種ということかもしれません。
　ハロウィンということで、お菓子を配りま
した。

＜参加者の皆さんから＞
●�ありがとうございました。楽しかったです。自分では絶対見つけられなかったカワセミが見られ
ました。カモは結局自分では違いはわかりませんでしたが、なんとなく違うのかもって思えまし
た。お天気も良くて、素敵な探鳥会でした。� （鈴木瑞枝さん）

●�今回も大変お世話になりました。皆さんに見えてるカワセミが、こっちあっち？　こんなかっこ
うあんなかっこうしても見れず、残念でしたが、雌雄のキジを見れて満足でした。

　�少し練習しようと、翌週、7号公園に行って鳥を探しました。おっ！ 2羽並んでる？　と、よく
見たら、丸々とした松ぼっくりでした。次回も楽しみに参加したいです。�（太田桐門史子さん）

キジ
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◆観察した鳥

カイツブリ、アオサギ、ノスリ、ヒドリガモ、ヨシガモ、マガモ、カルガモ、
キジ、タシギ、キジバト、カワセミ、ハクセキレイ、ヒヨドリ、モズ、
ウグイス、シジュウカラ、メジロ、ホオジロ、カワラヒワ
� 以上 19 種

◆参加者
伊東　孝、今泉好美、遠藤悦子、太田桐門史子、菊池和子、後藤邦宏、
菅野文夫、菅野明美、相馬利雄、塚本清美、服部洋之、服部雅子、東原　聡、
東原順子、中澤誠至、増田久美子、吉田令子、若林幹夫

（WEB 会員　鈴木瑞枝、加藤　功）
� 以上　会員 20 人

ヒドリガモ ヨシガモ マガモ
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観察会から
	 ● 11 月（第 301 回）定例観察会　利根運河（カモはお任せなのだ！）
	 	 2024 年 11 月 17 日

若林　幹夫（写真：東原　聡）

　11 月の観察会は利根運河を水辺公園から
におどり公園まで歩き、カモ類、サギ類、カ
ワセミ、それに入り始めた冬鳥を観察する予
定だったのですが、理窓公園にトモエガモと
ヨシガモが入っているとの情報が入ったので
急遽ルートを変更し、水辺公園で桟橋を対岸
に渡り、利根運河沿いを理窓公園まで歩いて
理窓公園のひょうたん池、白鳥の池を目指す
ことになりました。
　まずは水辺公園でヒドリガモ、カルガモ、
オオバン、アオサギなどを観察。モズやジョ
ウビタキの声も聞こえてきました。ヒドリガ
モはそれなりの数が入っています。対岸に
渡って土手に上がったあたりで、運河駅の方
向から大きな猛禽がこちらにどんどん近づい
てくるのを発見。ミサゴでした。手賀沼では
おなじみですが、このコースではあまり見る
ことのない大物です。私たちの上空を一時旋回してくれたので、近い距離からよく見ることができ
ました。
　ホオジロ、モズなどを観察しながら進んだ先の理窓公園のひょうたん池には、マガモがそれなり
に入っていましたが、お目当てのトモエガモはどこかに抜けてしまったようでした。公園内の林を
抜けた白鳥の池でもヨシガモは残念ながら見られませんでしたが、池の上を右左に飛びまわったカ

どんどん近づいてきた！

トモエガモ♂ トモエガモ♀
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ワセミがポーズをとるように杭に止まる様子や、マガモ、オカヨシガモ、ヒドリガモ、カルガモ、
カイツブリが水面を行き交い、餌をとる様をじっくり観察することができました。
　ツグミ、アオジ、シメなど、通常ならこの時期には見られる冬鳥たちはまだやってきていない
ようでしたが、晴天の下でさまざまな鳥たちをゆっくり見ることができた観察会でした。

＜参加者の皆さんから＞
●�初めての参加です。スコープで見させてもらい、じっくりと観察ができました。本や双眼鏡を
お借りでき助かりました。天気良い中、散歩でき楽しめました。ありがとうございました。

� （池嶋　元さん）
●�有難うございました。楽しかったです。色々教えてくださり勉強になりました。
� （大久保慎之介さん）
●�春と今回とで、運河の観察会は 2度目。カワセミの動きを双眼鏡で追いながら観察出来て、感
激しました。が、帰宅してみると、ヒドリガモ→モヒカン→映画ロッキー 3のMr.T が頭の中
でループ ??　野鳥の識別は難しいですが、違う角度からも楽しんでおります。

� （太田桐門史子さん）

ダイサギ カワセミ ホオジロ
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◆観察した鳥

カイツブリ、カワウ、アオサギ、ダイサギ、コサギ、ミサゴ、ヒドリガモ、
オカヨシガモ、マガモ、カルガモ、オオバン、キジバト、カワセミ、コゲラ、
ハクセキレイ、ヒヨドリ、モズ、ジョウビタキ、ウグイス、エナガ、
シジュウカラ、メジロ、ホオジロ、カワラヒワ、スズメ、ムクドリ、
ハシボソガラス、ハシブトガラス
� 以上　28 種

◆参加者

今泉好美、太田桐門史子、川上和雄、菊池和子、後藤邦広、菅野文夫、
鈴木淑子、塚本清美、相馬利雄、相馬由佳、服部洋之、服部雅子、東原　聡、
増田久美子、宮原　誠、森田洋一、矢野平真人、吉田令子、若林幹夫

（WEB 会員　鈴木瑞枝、加藤　功、池嶋　元、大久保慎之介、大久保彩）
� 以上　24 人

ヒドリガモ マガモ オカヨシガモ

カモに囲まれて
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観察会から
	 水元公園（水鳥満載！）
	 	 2024 年 12 月 15 日

相馬利雄（写真：M ＝森岩好明、H ＝東原　聡）

　集合場所は、公園内の噴水広場です。待っ
ている間に頭上を見かけぬ鳥が通過しまし
た。スリムな体型で尾の長いワカケホンセイ
インコです。流山では見ませんが、かつて東
大校内の観察会で見たことがありました。都
内でしぶとく野生化しています。「ここは都
会か～」。目の前の自然を見ながら変な矛盾
を感じました。
　さて、カモは何がいるかと水面を観察する
と、いますいます。キンクロハジロにホシハ
ジロ。白く目立つのはカンムリカイツブリ。
のんびりと飛び交うユリカモメ。広い空間は
冬鳥たちの世界でした。
　川沿いに「カワセミの里」を目指し進むと、
釣り人のすぐ前にアオサギがたたずんでいま
した。釣り人の獲物をごちそうになっている
ので「お預け状態」です。水元公園は人と鳥
の距離がとても近いですね。
　少し進むと左の湿地帯に、タヒバリが 2 ～ 3 羽地面で採餌中です。新川耕地では、人が近づくと

「ピュル」と澄んだ声で鳴きながら飛んでしまいます。
　湿地帯の終盤に、ジョウビタキのメスがほど良い距離で大サービス。ヒタキ類のつぶらな瞳はな
んて可愛いのでしょうね。尾羽をフリフリしながら杭や枝に止まり楽しませてくれました。上空で
はオオタカ、ハイタカも飛翔、難しい同定にヒートアップしました。

ジョウビタキ♀ (H)
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　バードサンクチュアリに入ると小鳥たちの出番です。シジュウカラ、メジロ、エナガなどが樹
間を細やかに動きまわります。双眼鏡で追いかけっこしますが小鳥たちにはかないません。
　最後に、カワウの営巣地を観察窓からのぞいたところで終了としました。「カワセミの里」はこ
の次となりました。まだまだ良いポイントが残っていますので来年のお年玉としましょう。年内
最後の観察会お疲れさま、ありがとうございました。また来年もよろしくお願いいたします。

◆観察した鳥

カイツブリ、カンムリカイツブリ、カワウ、アオサギ、ダイサギ、コサギ、
トビ、ハイタカ、オオタカ、ヒドリガモ、カルガモ、ホシハジロ、
キンクロハジロ、オオバン、ユリカモメ、キジバト、ヒメアマツバメ、
カワセミ、ハクセキレイ、セグロセキレイ、タヒバリ、ヒヨドリ、
ジョウビタキ、ウグイス、エナガ、シジュウカラ、メジロ、アオジ、
カワラヒワ、スズメ、ムクドリ、ハシボソガラス、ハシブトガラス

（削除：ホオジロは見間違えのため削除しました。追加：帰り道で、モズ、
コゲラを確認）
� 以上　33 ＋ 2 ＝ 35 種

ハイタカ (H)

アオサギ (M) ダイサギ (M) ユリカモメ (M)
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◆参加者

今泉好美、遠藤悦子、大渡　修、太田桐門史子、勝又菜々子、川上和雄、
菊池和子、栗原三八子、後藤邦宏、相馬利雄、塚本清美、服部洋之、
服部雅子、東原　聡、増田久美子、宮原　誠、森岩好明
� 以上　17 人

キンクロハジロ (H) オオバン（M） カンムリカイツブリ (H)

参加者 17 名 (H)
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◆鳥だより—フィールドノート拝見
新年明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。
冬鳥の小鳥が今のところ少なめのようですが、この地域としては珍しい水鳥が見られています。
これからの冬鳥シーズンが楽しみですね。

新川耕地、江戸川地区

	 9 月	28 日	…ケリ（4）、コガモ、ダイサギ、アオサギ、モズ、タシギ、ハクセキレイ	 若林幹夫
	 9 月	29 日	…ノビタキ	 塚本清美
	 10 月	 6 日	…ノスリ、イソヒヨドリ、コガモ、ダイサギ、アオサギ、カルガモ、モズ	 若林幹夫
	 10 月	11 日	…ノスリ、ツツドリ、コムクドリ	 塚本清美
	 10 月	12 日	…ツツドリ	 塚本清美
	 10 月	18 日	…ツツドリ、ハヤブサ、オオタカ	 塚本清美
	 10 月	21 日	…カルガモ、コガモ、キンクロハジロ、ノスリ、トビ	 若林幹夫
	 10 月	24 日	…ケリ（7）	 相馬利雄
	 10 月	26 日	…ケリ（7）、コガモ、カルガモ、コサギ、ダイサギ、アオサギ、チゲンボウ、ノスリ、
				   ハシブトガラス、ハシボソガラス、ハクセキレイ、スズメ、ムクドリ、ヒヨドリ、モズ	 若林幹夫
	 10 月	27 日	…ケリ（5）	 森岩好明
	 11 月	 3 日	…ケリ（6）、カルガモ、コガモ、ハシビロガモ、ダイサギ、コサギ、チョウゲンボウ	 若林幹夫
	 11 月	 4 日	…カルガモ、ケリ、モズ	 森岩好明
	 11 月	 6 日	…ノスリ，　イソヒヨドリ	 塚本清美
	 11 月	 9 日	…カルガモ、マガモ、コガモ、ヒドリガモ、ケリ（6）、チョウゲンボウ	 若林幹夫
	 11 月	10 日	…ジョウビタキ（5 羽）、ノスリ	 塚本清美
	 11 月	11 日	…アオジ、キセキレイ	 塚本清美
	 11 月	12 日	…カケス	 塚本清美
	 11 月	13 日	…ノスリ、ジョウビタキ	 塚本清美
	 11 月	19 日	…ミサゴ、ノスリ、イソシギ	 塚本清美
	 11 月	23 日	…イカルチドリ	 相馬利雄
	 11 月	30 日	…カルガモ、コガモ、ハシビロガモ、ダイサギ、アオサギ、カンムリカイツブリ、
				   チョウゲンボウ、ツグミ、ムクドリ、ヒヨドリ、カワセミ、スズメ	 若林幹夫

新川耕地・江戸川地区

イカルチドリ ( 右 )　2024.11.23　相馬 オシドリ　2024.10.19　相馬 トモエガモ　2024.11.10　相馬

宮園地区 東初石・美田・駒木地区

シジュウカラ　2024.11.12　森岩

野々下・古間木・総合運動公園地区

ウグイス　2024.12.04　森岩アカエリカイツブリ　2024.12.19( 写 ) 宮原
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	 12 月	 9 日	…チョウゲンボウ	 塚本清美
	 12 月	10 日	…タゲリ（７）、イソシギ	 塚本清美
	 12 月	20 日	…クサシギ、タシギ、カイツブリ、コガモ、カルガモ、キジ	 若林幹夫
	 12 月	21 日	…カワセミ、クサシギ、ハシビロガモ、コガモ、カルガモ、コサギ、ダイサギ、アオサギ、
				   モズ、ハクセキレイ、キジバト	 若林幹夫
	 12 月	22 日	…コガモ、カルガモ、キンクロハジロ	 若林幹夫

東深井地区

	 10 月	27 日	…カケス、コガラ、エナガ、（ジョウビタキ）、モズ	 鈴木淑子

野々下・古間木・総合運動公園地区

	 10 月	19 日	…オシドリ（♂ 3）、キンクロハジロ（2）、カイツブリ（5）、コガモ（7）、オオバン（1）、
				   モズ（1）、カワセミ（1）	 相馬利雄
	 11 月	 2 日	…カイツブリ	 塚本清美
	 11 月	 9 日	…カンムリカイツブリ	 相馬利雄
	 11 月	10 日	…トモエガモ（♂ 1）	 相馬利雄
	 11 月	17 日	…オシドリ（♂）	 今泉好美
	 12 月	24 日	…トモエガモ（♂ 1 ♀ 2）	 菅野文夫
	 12 月	26 日	…トモエガモ（♂ 7 ♀ 4）	 相馬利雄

宮園地区

	 12 月	19 日	…アカエリカイツブリ（冬羽 1）	 相馬利雄

市野谷の森・流山おおたかの森・大畔地区

	 10 月	10 日	…キビタキ	 菅野文夫
	 11 月	26 日	…ツグミ、シメ、ルリビタキ（♀）、シロハラ	 菅野文夫

東初石・美田・駒木地区

	 11 月	 5 日	…イソヒヨドリ、シジュウカラ、メジロ、スズメ、ムクドリ	 森岩好明
	 11 月	26 日	…ジョウビタキ♀　（初認）	 森岩好明
	 12 月	 2 日	…ジョウビタキ♀、メジロ、スズメ	 森岩好明

柏の葉公園地区

メジロ　2024.11.12　森岩 エゾビタキ　2024.10.02　森岩 ヤマガラ　2024.10.12　森岩

ヨシガモ　2024.11.13　森岩ヤマガラ　2024.10.22　森岩ヤマガラ　2024.10.13　森岩
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	 12 月	 4 日	…ウグイス、メジロ、スズメ	 森岩好明
	 12 月	 9 日	…モズ、シジュウカラ、メジロ、スズメ	 森岩好明
	 12 月	12 日	…シジュウカラ、メジロ、スズメ	 森岩好明

利根運河・理窓公園地区

	 11 月	16 日	…トモエガモ（♂ 1 ♀ 1）	 相馬利雄
	 11 月	21 日	…オシドリ（♂ 1）	 相馬利雄

東深井地区

	 10 月	27 日	…カケス、コガラ、エナガ、ジョウビタキ、モズ	 鈴木淑子
	 12 月	 8 日	…アオゲラ、ゴイサギ	 鈴木淑子

上新宿・北小屋・若葉台地区

	 10 月	29 日	…ジョウビタキ（♀）	 若林幹夫
	 12 月	23 日	…シジュウカラ、メジロ、ジョウビタキ、シロハラ、キジバト、ムクドリ、ヒヨドリ、
				   スズメ、モズ	 若林幹夫

江戸川台西・富士見台・中野区木地区

	 10 月	 1 日	…カケス	 若林幹夫
	 10 月	 7 日	…サシバ（6）	 若林幹夫
	 10 月	23 日	…フクロウ（声）	 若林幹夫
	 11 月	 2 日	…フクロウ（声）	 若林幹夫

柏の葉公園地区

	 10 月	 2 日	…エゾビタキ、ヤマガラ	 森岩好明
	 10 月	12 日	…シジュウカラ、ヤマガラ	 森岩好明
	 10 月	13 日	…ヤマガラ	 森岩好明
	 10 月	22 日	…モズ、シジュウカラ、ヤマガラ	 森岩好明
	 10 月	24 日	…ヒドリガモ、カワラヒワ	 鈴木淑子
	 11 月	13 日	…ヒドリガモ、ヨシガモ、オカヨシガモ、コガモ、マガモ、カルガモ、オナガガモ、
				   ハシビロガモ、ホシハジロ、オオバン	 森岩好明

オカヨシガモ　2024.11.13　森岩 ハシビロガモ　2024.11.13　森岩 トモエガモ　2024.11.22　森岩

浦安三番瀬

カンムリカイツブリ　2024.12.06　森岩 スズガモ　2024.12.06　森岩 ホオジロガモ　2024.12.06　森岩
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	 11 月	22 日	…オカヨシガモ、コガモ、マガモ、カルガモ、オナガガモ、トモエガモ、ハシビロガモ、
				   ホシハジロ、オオバン	 森岩好明
	 11 月	30 日	…ヨシガモ、コガモ、カルガモ、ホシハジロ、オオバン	 森岩好明

浦安三番瀬

	 12 月	 6 日	…カンムリカイツブリ、ハジロカイツブリ、カワウ、コサギ、ヒドリガモ、スズガモ、
				   ホオジロガモ、ウミアイサ、オオバン、イソシギ	 森岩好明

松伏・緑の丘公園

	 12 月	12 日	…トモエガモ	 相馬利雄
	 12 月	27 日	…カワアイサ	 今泉好美

ウミアイサ　2024.12.06　森岩 イソシギ　2024.12.06　森岩

★「鳥だより」をお寄せください。

【通勤、買い物途中などで見かけた鳥の身近な観察情報、初認情報などをお待ちしています。
【連絡先】若林幹夫　〒 270 − 0127　流山市富士見台 1 − 367 − 49　FAX：04 − 7154 − 6339
　　　　　　　　　  e − mail：mikio-wa@rf6.so-net.ne.jp
次号の「鳥だより」は 3 月 20 日までにお願いします。

オオバン　2024.12.06　森岩

会報『流山とりだより』充実にむけて――会員部からお願い：会員部ファシリテーター　若林幹夫

　幹事が中心に執筆してきた会報『流山とりだより』ですが、より多くの会員の方にご寄稿・ご投稿いただき、“み
んなで作る会報”にしていきたいと思います。みなさんのご寄稿・ご投稿をお待ちしています。

◆観察会から……観察会ごとに原則お一人（ご家族などでの執筆もOK）
　定例観察会や会員限定観察会のレポートです。「長い文章はちょっと……」という方は、次の事柄のみでもOKです。
その他の基本情報や補足情報は幹事が適宜書き加えて仕上げます。
・その回の観察会で楽しみにしていたことは？
・観察した鳥で印象に残っているのは何？　その鳥のどんなところが印象に残った？
・�観察会に参加した感想や思ったことは？（楽しかった、暑かった、こんな場所があるなんて知らなかった、コー
スが短い or 長い、次はどんな場所でどんな鳥が見てみたい、……等々、何でもOK）
　上記以外でも観察会に直接・間接にかかわることなら自由にお書きください。長い文章の報告レポートも、もち
ろん大歓迎です。

◆鳥だより――フィールドノート拝見
　日々の鳥の観察記録です。観察した月日、場所、鳥の種類、観察した方のお名前をお寄せください。同好会ホー
ムページの「鳥だより（フィールドノート）」に投稿いただいても、若林宛にメールでお送りいただいてもOKです。
会報発行の前月（3月、6月、8月、12 月）の 20 日頃までのものをまとめて掲載します。

◆�探鳥レポート、フィールドの紹介、図鑑や図書の紹介、鳥についての思い出、等々こうした文章もお待ちしてい
ます。

若林幹夫：mikio-wa@rf6.so-net.ne.jp　　〒 270—0127　流山市富士見台 1—367—49
ホームページと会報の連携も今後考えていきます。よろしくお願いいたします。



◆ 今後の行事予定
	 ● 1 月（第 302 回）定例観察会
	 	 日　時：1月 19 日（第 3日曜日）	 担当：菅野　応援：大渡

	 	 場　所：利根運河・理窓公園

	 	 集　合：運河駅　改札口を出て左側「運河ギャラリー」　午前 9時（雨天中止）

	 	 解　散：12 時ころ	 持　物：弁当なし

	 ●会員限定　大町自然観察園　「注：Web 会員は参加できません」
	 	 日　時：2月 2日（第 1日曜日）	 担　当：菊池

	 	 場　所：大町自然観察園

	 	 　　　　〒 272-0801　市川市大町 213 番 11

	 	 集　合：北総線　大町駅　改札口前　午前 9時 5分（雨天中止）

	 	 解　散：13 時ころ	 弁当：持参

	 	 参加費：200 円（当日、集合時に集金します）

　　　　※詳細は１ヵ月前にホームページにてお知らせいたします。

	 ● 2 月（第 303 回）定例観察会
	 	 日　時：2月 16 日（第 3日曜日）	 担当：菊池　応援：大渡

	 	 場　所：大畔・水鳥の池

	 	 集　合：初石駅　改札口前　午前 9時（雨天中止）

	 	 解　散：12 時ころ	 持　物：弁当なし

	 ●会員限定　再び 水元公園（カワウ覗き窓の先へ）「注：Web 会員は参加できません」
	 	 日　時：3月 2日（第 1日曜日）	 担当：菅野　応援：東原

	 	 場　所：水元公園

	 	 集　合：水元公園　噴水広場　午前 9時 （雨天中止）

	 	 解　散：12 時ころ	 持　物：弁当なし

	 	 参加費：200 円（当日、集合時に集金します）

	 	 　※詳細は１ヵ月前にホームページにてお知らせいたします。

	 ● 3 月（第 304 回）定例観察会
	 	 日　時：3月 16 日（第 3日曜日）	 担当：森田　応援：宮原

	 	 場　所：野々下水辺公園・宮園野鳥の池

	 	 集　合：豊四季駅　南口階段下　午前 9時（雨天中止）

	 	 解　散：12 時ころ	 持　物：弁当なし

	 	 ※観察会後、総会を行います。詳細はホームページにてお知らせいたします。

	 ● �4 月以降の観察会は、「流山とりだより 4 月号」及び、ホームページ
でお知らせします。

◆�チェックリストを同封しました。今年度の半年分です。鳥合わせにご
利用ください。

◆令和 6 年 12 月 31 日現在の会員数　　　単位会員 40 名＋家族会員 21 名＝合計 61 名

　　　　　　　　　　　No. 150　　2025 年 1 月 10 日発行（年 4回発行 1 月・4月・7月・10 月）
　発行人　　　　　相馬　利雄

　連絡先　　　　　〒 270−0163　千葉県流山市南流山 6−27−11　　TEL・FAX：04−7159−0972

　　　　　　　　　携帯：070−9082−1239　　Mail：t.souma1956@gmail.com

　郵便為替口座　　加入者名　｢流山野鳥同好会 ｣　口座番号：00130−3−608241

★令和７年度分の会費納入についてのお願い★
１月中に年会費 2,000 円を同封の払込票にて下記口座へお振込み下さい。

（ただし、家族会員は無料です。）

郵便振替口座：00130−3−608241　流山野鳥同好会


